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(1)「深い学び」について

(２)深い学びを整理しよう

(３)深い学びにつながる授業

アウトライン



深い学びについて

習得・活用・探究という学びの過程の中で、

各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働

かせながら、知識を相互に関連付けてより深く

理解したり、情報を精査して考えを形成したり、

問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考

えを基に創造したりすることに向かう「深い学

び」が実現できているか。

中央教育審議会答申（平成28年12月）



(1)「深い学び」について

(２)深い学びを整理しよう

(３)深い学びにつながる授業

アウトライン



深い学びの学校現場での混乱

① 個々の教員によって「深い学び」の

イメージが異なる

② 事後研では，教員間の深さ比べ

対決になり，徒労感だけが残る

③ 「深い学び」のスタンダードを作るこ

とが目的になり，文言が細分化



深い学びの深海から脱出しよう

① 市全体の「深い学び」の簡潔なレベ

ル表を作り，整理しよう

② それらを参考に，各学校が目標とす

るレベルを設定しよう

③ レベルを共有してから授業を参観し，

その観点から事後研をしよう



深い学びは授業のどこにあるか？

① 深い学びは，授業後半の応用問題や発

展問題を解くところにだけあるのではない

② 深い学びは，授業の開始時点から終了時

点までに，ちりばめられて存在する

③ 深い学びは，教師の意図的な働きかけに

よって，子どもの中に想起され，他者との

関係，さらには自身の中で醸成される



Ⅲ

他者の考えと自身の
考えを対比・相対化
他者の考えと自身の考えの
相違を明確にし，自身の考
えを客観化，自己評価

Ⅱ
自身の考えの説明と
他者の考えの理解
自分の考えを他者へわかりや
すく説明するとともに，他者の
考えを理解

個人学習

Ⅳ

既知と未知の整理と
新たな問いへの挑戦
三角形で成り立つ性質を四
角形に適用，自然数から小
数へと数を拡張

Ⅰ

未知の問いに対して
既知の内容を適用
未知の問題に対して，関連
するこれまでの知識を活用
して問題解決

発展段階

導入段階

集団学習

深い学びを整理しよう



Ⅰ 未知の問いに対して
既知の内容を適用のレベル

① 既習の内容について，教員からのサ
ポートを受けながら未知の問題に取り
組む

② 既習の内容を自ら想起し，未知の問題
に適用して取り組む

③ 既習の内容から未知の問いに必要な知
識を適切に取り出し，未知の問題に取
り組んだり，既知との関連を考える



Ⅱ 自身の考えの説明と
他者の考えの理解のレベル

① 教員からのサポートを得ながら，自身
の考えを他者に説明したり，他者の考
えを理解する

② 工夫して自身の考えを他者に説明した
り，他者の考えを理解する

③ 他者の立場に立って自身の考えを説明
したり，他者の考えの根拠を探りなが
ら他者の考えを理解する



Ⅲ 他者の考えと自身の
考えを対比・相対化のレベル

① 他者の考えをしっかりと理解し，自身
の考えとの相違を考える

② 他者の考えと自身の考えを対比するこ
とで，両者の特徴を明確化し，それら
の相違について考える

③ 集団内で議論された中での他者の考え
と自身の考えを相対的に位置づけ，自
身の考えの持つ価値について考える



Ⅳ 既知と未知の整理と
新たな問いへの挑戦のレベル

① 学習内容をしっかりと理解し，既存の
知識との関係について考える

② 学習内容を応用場面においても適切に
活用して，未知の問題を解くことがで
きる

③ 学習内容を既存の知識を拡張する形で
位置づけ，広範に適用可能な一般性の
獲得に接近することができる



子ども用深い学びチェックリスト

和歌山県教育センター学びの丘 長期研修員 池本光夫 作成



【再び】深い学びについて

習得・活用・探究という学びの過程の中で、

各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を

働かせながら、知識を相互に関連付けてより

深く理解したり、情報を精査して考えを形成

したり、問題を見いだして解決策を考えたり、

思いや考えを基に創造したりすることに向か

う「深い学び」が実現できているか。
中央教育審議会答申（平成28年12月）



(1)「深い学び」について

(２)深い学びを整理しよう

(３)深い学びにつながる授業

アウトライン



①学習案の掲示による授業の共有（Ⅰ）

②整理された学習内容の掲示（Ⅱ，Ⅲ）

③板書・ノート・プリントが連動（Ⅱ，Ⅲ）

④深い教材研究（Ⅲ，Ⅳ）

⑤深い学びの評価方法（Ⅰ～Ⅳ）

⑥学習者の主体性が必要条件（Ⅰ～Ⅳ）

深い学びに向かうために



①学習案の掲示による授業の共有（Ⅰ）

 教師の手元には学習指
導案

 それを手がかりに45or50

分間をコーディネート

 しかし，子どもの手元に
は45or50分間の中身が
示されない

 オリエンテーリングなら，
子どもたちの手元に地図
と方位磁針京都市立音羽小学校

第３学年



京都市立高野中学校 2019.9.18

①学習案の掲示による授業の共有（Ⅰ）



②整理された学習内容の掲示（Ⅱ，Ⅲ）

関数：xの値に対してyの値がただ一つ決まる

変数：xやyのようにいろいろな値をとる文字

変域：変数のとりうる値の範囲

関数：比例は関数の一つ

定数：2や5やaなどのように定まった数

y＝axのとき、yはxに比例するという

比例定数：y＝axのaのこと

10／10(木)
ｐ.124～125比例を負の数まで広げる

３分後を ＋３ ３分前を ー３
東へ６ｋｍを＋６ 西へ６ｋｍをー６

１

[1]

[2] xの値に対してyの値がただ一つ決まるので関数

[3] xの値が２倍，３倍，４倍になる
正の数の場合：yの値は２倍，３倍，４倍になる
負の数の場合：yの値は２倍，３倍，４倍になる
xの値が1/２倍，1/３倍，1/４倍になる
正の数の場合：yの値は1/２倍，1/３倍，1/４倍になる
負の数の場合：yの値は1/２倍，1/３倍，1/４倍になる

[4] 商y/xの値は常に２となる

[5] y＝2x

Q１ (1) x=6のときy=12

(2) x=-5のときy=-10

(3) x=1.5のときy=3

(4) x=-0.5のときy=-1

Q2 y=5xの場合

Q3 比例定数は2
東へ分速2kmで走ること

Q4

学習案

① 関数の復習

② を解く（一斉）

③ Q１～Q５を解く（個別）

④ まとめ

１

(1) y=4x 比例定数4

(2) y=1000-x

(3) y=6x 比例定数6

Q5 (1)比例定数は3 (2)比例定数は10

まとめ

・比例を負の数まで広げることができる

・負の数でも正の数と同じ性質がなりたつ

わかったこと・わからなかったこと

A

3分後
3分前

東（＋）西（－）

東へ分速2kmで走っている電車が，ある地点Aを通過しました。
その３分後にはどこを走っているでしょうか。
また，３分前にはどこを走っていたのでしょうか。

13：35

13：40

14：05

14：20



③板書・ノート・プリントが連動（Ⅱ，Ⅲ）

京都府京丹後市立大宮中学校
2019.10.10



④深い教材研究
（Ⅲ，Ⅳ）

・指導すべき教育内

容を明確にする

・学習指導案が形骸

化しないようにする

（時刻の記入など）

・評価が双方に可視

化されるようにする

 数学科学習指導案 

 

第１学年 令和元年１０月１０日 木曜日 第５校時(13：35～14：25) 指導者：黒田 恭史 

 

本時の目標 
○比例関係にある２つの数量を見つけ出すことができ，独立変数と従属変数の違いがわかる 

〇変域や比例定数に負の場合が含まれることを理解し，比例を再度，定義しなおすことができる 

 

本時の展開 

過

程 

指導内容 主な学習活動 指導

形態 

指導上の留意点 プリ 

ント 

評価 

 

導

入 

復習 

13:35 

○学習案の確認 

○既習事項の確認 

一斉 ○関数の定義の確認 

○変数と変域の定義の確認 

関数の

定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

目標の 
確認 
13:40 
 
 
学習課題
の把握 
 
 
 
 
 
 
13:50 
 

 

 

 

 

 

 

 

14:00 

○本時の目標を知る 

 

 

 

 

○３分後と３分前の

電車の位置を予測

する 

○独立変数としての

ｘと，従属変数と

してのｙを正しく

設定する 

○１ [1]を解く 

 

○１ [2]を解く 

 

○１ [3]を解く 

 

 

○１ [4][5]を解く 

 

 

 

○定数と比例定数を

理解する 

○「y は x に比例す

る」という言い方

を理解する 

一斉 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

個別 

○これまでの比例は x と y の両

方の変域が 0以上の正の数 

 

 

 

○左右の向きが正と負の関係に

なっていることを強調 

○時間がｘ，距離が y であるこ

とを強調 

 

 

 

○時間と位置の正負の関係を確

認 

 

 

○２倍，３倍の場合と，１/２倍，

１/３倍の場合を分けさせる 

 

 

 

 

 

○文字も定数と言うことを強調 

 

○y は x を基準にした比例であ

るということを強調 

 

 

 

 

 

電車の

図 

 

 

 

 

 

 

表 

 

・ノートへの記述 

・ノートへのノリ

貼り 

 

 

・図の向き関係と

正負の関係の

理解 

・独立変数と従属

変数の理解 

 

 

 

 

 

 

 

・正の数の比例の

特徴が負の数

まで拡張可能

であることの

理解 

 

 

・定数，比例定数，

比例関係に関

する正しい用

語使い 

練

習

問

題 

練習問題 

14:05 

○Ｑ１からＱ５まで

を解く 

個別 

 

 

 

 

ペア 

○Ｑ１(1)はいっしょにする 

○Ｑ２のところで，定数と比例

定数を再確認 

○Ｑ３何を表しているのかとい

う言葉の意味を説明 

○Ｑ４Ｑ１(1)はいっしょにす

る 

 後のところは，ペアで行う 

○Ｑ５は比例定数まで解答させ

る 

 

表 

 

 

 

 

 

 

表 

・負の数まで拡張

した際の比例

の特徴につい

ての理解 

ま

と

め 

まとめ 

振り返り 

14:20 

○本時の学習のポイ

ントを整理する 

○本時の学習を振り

返る 

個別  

○本時の学習で分かったこと

や、疑問点などを具体的に書

かせる。 

 ・学習到達点の自

己評価 

 

定数と比例定数を理解する 

 

比例を負の数まで広げる 

 



松下佳代（2016）「アクティブラーニングをどう評価するか」；松下佳代・石井英真編著『アクティブラーニングの評価』，東信堂，pp.3-25

Ⅰ

学習者による自分の
学びについての記述

（例）感想文，ミニッツペー
パー

Ⅳ
パフォーマンス評価
（例）多様な作品や実演

ポートフォリオ評価
（例）学習の証拠資料

量的評価

Ⅱ

質問紙調査

（例）学習行動，学習観，興
味・関心，能力などに関する
質問紙

Ⅲ

客観テスト

（例）多肢選択問題，正誤
問題，順序問題，求答式
問題

間接評価

直接評価

質的評価

⑤深い学びの評価方法（Ⅰ～Ⅳ）



①学習者がゴールを意識する

②学習者が時刻を意識する

③学習者が成果を意識する

④学習者が課題を意識する

⑤学習者が次の姿を意識する

⑥学習者の主体性が必要条件（Ⅰ～Ⅳ）


